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筆者は以前Hamiltonianが
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cos(xi − xj)、 (1)

ここで、−π ≤ xi < π で xi は周期的境界条件を取るものとする系がクラスタリングを起こすことを小西、金
子（1992)が数値実験で見出したのを Jeans 不安定性と同じ力学的不安定性であることを看破し、collisionless
Boltzmann 方程式の線形解析で証明した。実際、小西・金子系は 1次元重力系の Fourier 成分の first harmonic
であることがその後判明した。

最近イタリアのグループがHamiltonianが
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pi,x + pi,y
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[3− cos(xi − xj)− cos(yi − yj)− cos(xi − xj) cos(yi − yj)]、　　 (2)

ここで、−π ≤ xi < π、−π ≤ yi < π で (xi, yi) は周期的境界条件を取るものとする２次元系の熱力学的性質を
調べている。彼等はカノニカル・アンサンブルを用いているが、実際の力学系ではエネルギーが保存されるため、
ミクロ・カノニカル・アンサンブルを用いるべきである。熱力学的性質は系の次元により異なるため興味深いが、
今回の発表には間に合わなかったので、力学的安定性についてのみ報告する。


